
本市の新型コロナウイルス感染症の状況

令和２年１１月６日（金）

市長定例記者会見
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本市の新型コロナウイルス感染状況

※数値等は速報値として公表するものであり、後日変更になる場合があります。

※陽性者数は、市外の検査で陽性が判明した１１名を含む。
※感染経路不明者は、調査中を含む。

陽性者数 感染経路不明者

累計
（11/4現在）

９７３名 ３６３名
（３７．３%)

直近１週間
（10/25～10/31）

４９名 ２４名
（４９．０%）

陽性率 ４.４％（1１/４現在）



クラスター発生状況及び対策について

大宮南銀座地域を対象とした広域検査の実施状況

対 象 者 大宮南銀座地域の接待を伴う飲食店の全従業員（無症状者）
期 間 10月21日（水）～11月中旬 終了予定

○埼玉県と合同で劇団稽古場の現地確認及び聴き取り調査を実施（10月22日）
○現地確認や埼玉県が行うアンケート調査の結果をもとに、今後検証を実施予定

○検査実施状況（11月5日２１時現在）

通知発送店舗数 申込み数 検体回収数 検査結果判明数
うち陽性者数

201店舗 ６２６人[７２店舗] ４４２人 ２０３人 ２人

接待を伴う飲食店 劇団
合計

フィリピンパブ キャバクラ① キャバクラ② 劇団稽古場

１３名
（１１名）

７名
（５名）

２２名
（１０名）

７６名
（１４名）

１１８名
（４０名）

○9月以降に本市で発生したクラスターによる感染者数

劇団でのクラスターに対する埼玉県との調査実施

※（ ）内は市民の感染者数

高齢者施設へのクラスター対策[調整中]

高齢者施設への新規入所者のうち、希望する方を対象とし
たPCR検査実施を検討



感染リスクが高まる場面と感染防止対策①

※出典：10月23日「新型コロナウイルス感染症対策分科会」提言より



感染リスクが高まる場面と感染防止対策②

感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫

利 用 者

・飲酒をする場合は、①少人数、短時間で、②なるべく普段一緒にいる人と、③深酒、はしご酒などはひかえ、
適度な酒量で。
・箸やコップは使い回さず、一人ひとりで。
・座席の配置は、斜め向かいに。（正面や真横はなるべく避ける）
・会話するときはなるべくマスク着用。
-フェイスシールド、マウスシールドはマスクに比べ効果が限定的であることに留意が必要

・適切に換気されているなど感染防止対策をしているガイドラインを遵守したお店で。
・体調が悪い人は参加しない。

店 舗
・従業員の体調管理やマスク着用、換気など、ガイドラインの遵守を。
・感染リスクと下げるための留意事項の遵守や、接触確認アプリ（COCOA）などのダウンロード

を、利用客に働きかける。

【すべての場面でこれからも引き続き守ってほしいこと】

・マスク着用や三密回避の徹底 ・室内では換気を良くすること ・集まりは少人数、短時間で ・大声での会話は避けること
・共用施設の清掃・消毒、手洗い・アルコール消毒の徹底
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今後の発熱等の症状のある方の相談・受診の流れ

発熱患者等

埼玉県指定
診療・検査医療機関

かかりつけ医等の地域で身近な医療機関

受診・相談センター
（仮称）

診療・検査
可能であるか

診療・検査
埼玉県では1,200医療機関を
目標に整備を進めている

Yes

No

案内のうえ
受 診

発熱等の症状が生じた場合には、

まずはかかりつけ医等の地域で身近な

医療機関に電話で相談する
電話相談



インフルエンザ流行期等に備えた市立病院の対応

【 実施概要 】

設置場所：旧病棟（西病棟1階の一部）

実施時期：１１月２０日頃～

受診方法：事前予約制

○ インフルエンザ流行期に想定される市立病院の課題

 発熱患者が多数発生することが予想され、新病棟の感染外来では、発熱患者の動線の分離や十分な待合の確保ができないおそれ

• 一般外来患者と発熱患者の動線を分離

一般外来患者と医療従事者への感染防止

• 発熱患者が安心して受診できる待合スペースを提供

発熱外来での感染拡大を防止

市立病院としてもインフルエンザの流行期や新型コロナウイルス感染症の更なる拡大に備えて体制の整備を進める

「ピーク期」において、新病院での病床の更なる増床を調整中

現在
（感染拡大期）

30床

ピーク期

40床

ピーク期
（更なる増床）

50床（調整中）

【 効 果 】

旧病棟を活用した発熱外来

～ 新型コロナウイルスの更なる感染拡大に備えて ～

新病棟の感染外来で行っている発熱患者の検体採取と診療の一部を、旧病棟で実施する


